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は
じ
め
に

本
書
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
電
子
本
を
作
る
方
法
を
、
僕
自
身
の
持
つ

情
報
に
基
づ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
国
際
的
な
電
子
書
籍
の
規
格
、

ePub

は
当
初
、
横
書
き
し
か
で
き
な
い
も
の
だ
っ
た
が
、ePub

3

の
規
格

か
ら
は
、
縦
書
き
や
ル
ビ
な
ど
、
日
本
語
特
有
の
組
み
版
が
可
能
と
な
っ

た
。

ePub

は
画
面
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
１
行
あ
た
り
の
文
字
数
が
変
え

ら
れ
る
の
で
、
携
帯
端
末
な
ど
で
読
ん
で
も
ら
う
場
合
に
適
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
大
抵
の
パ
ソ
コ
ン
に
はA

dobe
Reader(http://get.adobe.

com
/jp/reader/)

が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
お
り
、
レ
イ
ア
ウ
ト
に
凝
り

た
い
場
合
な
ど
はPD

F

が
適
し
て
い
る
。
ま
たPD

F

の
場
合
、
実
際
に

2

印
刷
し
て
製
本
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

ePub

を
作
る
方
法
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、XH

TM
L

の
知
識
が
不
要
で
、

か
つ
初
期
投
資
の
少
な
い
方
法
と
し
て
、
ジ
ャ
ス
ト
シ
ス
テ
ム

(http://w
w

w
.justsystem

s.com
/jp/)

の
「
一
太
郎

承
」(http://w

w
w
.

2012

justsystem
s.com

/jp/products/ichitaro/)

で
、
電
子
本
を
作
成
す
る
方
法

を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

縦
書
き
や
ル
ビ
を
実
現
し
たePub

や
、
固
定
し
た
書
式
で
フ
ァ
イ
ル
が

や
り
と
り
可
能
なPD

F

を
、
ほ
ぼ
同
時
に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
電
子
本
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
を
提
示
し
た
後
、
文
章

を
作
成
す
る
上
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
電
子
本
の
作
成
方
法
、
そ
の
公
開
の
仕

方
な
ど
を
述
べ
て
い
く
。

http://get.adobe.com/jp/reader/
http://www.justsystems.com/jp/
http://www.justsystems.com/jp/products/ichitaro/
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ガ
リ
版
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ

作
家
の
宮
沢
賢
治
は
、
自
身
の
作
品
を
謄
写
版
、
い
わ
ゆ
る
ガ
リ
版
で

と
う
し
や
ば
ん

刷
っ
て
、
配
布
し
て
回
っ
た
と
い
う
。
ガ
リ
版
の
発
明
自
体
、
活
字
に
よ

ら
な
い
印
刷
と
し
て
画
期
的
な
も
の
で
、
文
集
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
安
価

で
生
産
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
新
人
類
と
呼
ば
れ
た
世
代
が
小
学
生

だ
っ
た
一
九
七
〇
年
代
、
学
校
の
試
験
の
多
く
は
、
ま
だ
ガ
リ
版
を
用
い

て
作
ら
れ
て
い
た
。
蠟
引
き
し
た
紙
を
や
す
り
板
の
上
に
置
き
、
鉄
筆
で

カ
リ
カ
リ
書
い
て
い
く
音
は
、
父
が
教
員
を
し
て
い
た
僕
に
は
な
じ
み
深

い
も
の
だ
っ
た
。

ワ
ー
プ
ロ
が
発
売
さ
れ
る
と
、
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
余
裕
が
な

か
っ
た
の
で
、
妹
と
半
額
出
し
合
っ
て
十
数
万
円
も
す
る
機
械
を
購
入
し

4

た
。
活
字
に
権
威
を
感
じ
て
い
た
世
代
の
僕
ら
に
と
っ
て
、
自
分
の
文
章

が
す
ぐ
さ
ま
活
字
で
表
現
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
ま
さ
し
く
夢
の
よ
う
な

喜
び
だ
っ
た
。

パ
ソ
コ
ン
が
普
及
し
始
め
て
か
ら
も
、
ワ
ー
プ
ロ
で
作
っ
た
デ
ー
タ
は

無
駄
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
フ
ァ
イ
ル
の
多
く
は
プ
レ
ー
ン
・
テ
キ
ス
ト

の
形
で
、
パ
ソ
コ
ン
に
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
は
場
所
を
取
ら
ず
、
複
製
や
改
変
が
容
易
で
あ
る
。
原
稿
用
紙

の
余
白
が
な
く
な
る
ほ
ど
、
推
敲
を
重
ね
て
い
た
時
代
と
異
な
り
、
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
で
は
推
敲
に
伴
う
煩
わ
し
さ
は
、
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
語
句
の
挿
入
や
削
除
、
文
章
の
前
後
の
入
れ
替
え
な
ど
、
簡

単
な
操
作
で
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

手
書
き
の
作
家
か
ら
は
、
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
の
文
章
で
は
、
推
敲



5

の
跡
が
残
ら
な
い
点
な
ど
が
批
判
さ
れ
た
が
、
も
と
の
文
章
で
気
に
な
る

部
分
は
、
「
断
章
」
と
い
う
形
で
別
フ
ァ
イ
ル
に
保
存
し
て
お
き
、
推
敲

を
重
ね
る
う
ち
に
、
元
の
文
章
を
復
元
し
た
く
な
っ
た
ら
、
「
断
章
」
か

ら
コ
ピ
ー
し
て
く
れ
ば
い
い
だ
け
の
話
で
あ
る
。
ま
た
、
当
初
、
一
般
的

だ
っ
た
文
字
コ
ー
ドShift-JIS

で
は
、
使
用
可
能
な
漢
字
に
多
く
の
制
限

が
あ
っ
た
が
、
ユ
ニ
コ
ー
ド
・
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
保
存
を
選
択
す
れ
ば
、

大
概
の
漢
字
は
表
記
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

パ
ソ
コ
ン
で
の
執
筆
が
一
般
化
す
る
に
つ
れ
、
推
敲
に
推
敲
を
重
ね
る

際
の
負
担
が
減
る
と
と
も
に
、
悪
筆
の
原
稿
の
判
読
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と

も
な
く
な
っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
普
及
に
よ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
時
代
が
幕
開
け
し
、
情
報
の
発
信
は
マ
ス
コ
ミ
な
ど
一
部
の
組
織
が

専
有
す
る
権
利
で
は
な
く
な
っ
た
。

6

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
出
現
に
よ
っ
て
、
個
人
が
情
報
を
発
信
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
人
間
が
配
布
し
て
回
ら
な
く
て
も
、
必
要
と
す

る
側
が
サ
ー
バ
ー
上
の
情
報
を
、
い
つ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
誕
生
が
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
る
印

刷
術
の
発
明
に
匹
敵
す
る
影
響
を
、
人
類
に
与
え
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
の
で
あ
る
。
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電
子
本
と
の
出
会
い

僕
が
初
め
て
電
子
本
に
触
れ
た
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
図
書
館
の
サ

イ
ト
「
青
空
文
庫
」
（http://w

w
w
.aozora.gr.jp/

）
に
お
い
て
だ
っ
た
。

そ
れ
は
ま
た
、
『
新
潮
文
庫
の1

0
0

冊
』
な
ど
の
電
子
本
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
が
市
場
に
出
て
、
出
版
側
の
予
想
を
超
え
た
好
評
を
博
し
た
時
期
で
も

あ
っ
た
。
紙
の
本
に
対
す
る
魅
力
は
捨
て
が
た
い
も
の
が
あ
る
反
面
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
に
、
低
コ
ス
ト
で
不
特
定
の
読
者
に
、
瞬
時
に
し

て
配
信
可
能
な
電
子
本
に
、
出
版
の
可
能
性
と
将
来
性
を
感
じ
た
僕
は
、

自
分
自
身
で
も
制
作
し
た
い
と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
た
。

そ
の
電
子
本
こ
そ
、
現
在
で
も
「
青
空
文
庫
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
「
エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
だ
っ
た
。
こ
れ
は
見
や
す
い
の
に
驚
い

8

た
。
モ
ニ
タ
ー
の
解
像
度
を
考
え
て
、
印
刷
用
の
本
よ
り
は
フ
ォ
ン
ト
を

大
き
く
し
て
、
１
ペ
ー
ジ
あ
た
り
の
文
字
数
を
制
限
し
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
縦
書
き
と
ル
ビ
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
モ
ニ
タ
ー
が
明
る
す
ぎ
な

い
よ
う
に
、
背
景
を
黒
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ペ
ー
ジ
自
体
も
目
に

優
し
い
よ
う
に
、
淡
い
色
が
つ
け
ら
れ
る
。
表
紙
や
目
次
も
設
定
で
き
る

し
、
写
真
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ビ
デ
オ
も
挿
入
可
能
で
あ
る
。
し
お
り

や
検
索
機
能
も
付
い
て
い
る
。
マ
ウ
ス
で
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
ペ
ー
ジ
が

め
く
ら
れ
る
と
き
の
よ
う
な
音
ま
で
す
る
。
至
れ
り
尽
く
せ
り
、
と
い
っ

た
感
じ
で
あ
る
。

早
速
、
僕
は
「
エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
す
る
た
め
の
オ
ー
サ

リ
ン
グ
ツ
ー
ル
を
、
ボ
イ
ジ
ャ
ー
社
（http://w

w
w
.voyager.co

.jp/

）

か
ら
購
入
し
た
。
結
構
値
が
張
る
物
だ
っ
た
け
れ
ど
も
。
自
分
自
身
で
ホ

http://www.aozora.gr.jp/
http://www.voyager.co.jp/
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ー
ム
ペ
ー
ジ
を
運
営
し
て
い
た
頃
、
デ
ジ
タ
ル
の
本
が
作
れ
る
こ
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
で
、
い
く
つ
も
の
電
子
本
フ
ァ
イ
ル
を
公
開
し
て
い
た
。

た
だ
し
、
「
エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
は
、
正
式
に
はW

indow
sM

e

ま
で
し
か
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
な
い
。
す
で
に
過
去
の
存
在
と
言
っ
て
い
い
。

「
青
空
文
庫
」
で
は
い
ま
だ
に
多
く
の
フ
ァ
イ
ル
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

と
な
っ
て
い
る
が
、
最
近
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
作
品
に
は
、
「
エ
キ
ス
パ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
版
は
な
い
。
ど
ん
な
も
の
か
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、O

S

がW
indow

sX
P

ま
で
な
ら
、
ボ
イ
ジ
ャ
ー
社
（http://w

w
w
.voyager.co

.

jp/softw
are/ebdl.htm

l#dow
nload

）
か
ら
閲
覧
用
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
れ
ば
開
け
る
。W

indow
s

V
ista

や7

な
ど
で
は
開
け
な

い
。
た
だ
し
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
る
場
合
は
、
自
己
責
任
で
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

10

W
indow

sX
P

以
降
、
「
エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
は
開
発
が
止
ま
り
、

先
述
し
た
ボ
イ
ジ
ャ
ー
社
か
ら
は
、
後
継
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
し
て
、

T-Tim
e

（http://w
w

w
.voyager.co

.jp/T-Tim
e/update/index

.htm
l

）
が

発
売
さ
れ
た
。
当
初
、
こ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
縦
書
き

表
示
で
き
る
と
い
う
触
れ
込
み
で
、
同
社
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

サ
ポ
ー
ト
が
切
れ
た
「
エ
キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
フ
ァ
イ
ル
で
も
、
文

字
情
報
に
限
っ
て
は
開
く
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
で
は
無
料
版
は
ド
ッ
ト

ブ
ッ
ク
形
式
の
電
子
本
を
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
表
示
し
、
有
料
版
は
プ
レ
ー

ン
・
テ
キ
ス
トTX

T

やH
TM

L

文
書
を
、
携
帯
端
末
の
大
き
さ
に
合
わ

せ
て
、
画
像
フ
ァ
イ
ル
に
書
き
出
す
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
し
て
販
売
さ
れ
て

い
る
。

http://www.voyager.co.jp/software/ebdl.html#download
http://www.voyager.co.jp/T-Time/update/index.html
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画
像
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
電
子
本
の
特
長
の
一
つ
で
あ
る
検
索
機

能
が
、
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
三
者
に

よ
っ
て
テ
キ
ス
ト
が
流
用
さ
れ
る
危
険
が
小
さ
く
、
出
版
社
に
と
っ
て
は

不
安
が
少
な
い
方
法
で
あ
る
。
ボ
イ
ジ
ャ
ー
社
の
ド
ッ
ト
ブ
ッ
ク
は
、
シ

ャ
ー
プ
のX

M
D

F
形
式
の
電
子
本
と
と
も
に
、
大
手
出
版
社
の
電
子
本

の
配
布
フ
ァ
イ
ル
形
式
と
し
て
主
流
に
な
っ
て
い
る
。

X
M

D
F

が
広
く
流
通
し
て
い
る
理
由
と
し
て
は
、
ブ
ン
コ
ビ
ュ
ー
ア

（http://books.spacetow
n
.ne.jp/sst/m

enu/xm
df/read/kishu

.htm
l

）
と

い
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
用
い
れ
ば
、
パ
ソ
コ
ン
や
多
種
の
携
帯
端
末
で
開

け
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。X

M
D

F
の
フ
ァ
イ
ル
を
個
人
出
版
で
用
い
る

の
は
、
か
つ
て
は
コ
ス
ト
の
面
で
現
実
的
で
は
な
か
っ
た
が
、
現
在
で
は

シ
ャ
ー
プ
か
ら
、X

M
D

F

を
作
成
す
る
ツ
ー
ル
（http://w

w
w
.xm

df.

12

jp/?/tools/

）
が
、
無
償
で
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

http://books.spacetown.ne.jp/sst/menu/xmdf/read/kishu.html
http://www.xmdf.jp/?/tools/
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ePub

と
い
う
規
格

3
ア
ッ
プ
ル
社
か
らiPhone

やiPod
touch

、iPad

が
発
売
さ
れ
、
電
子

本
の
分
野
で
も
大
き
な
変
革
が
訪
れ
る
の
で
は
、
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

Sony

か
ら
発
売
さ
れ
た
読
書
端
末Reader

は
、
先
述
し
た
ド
ッ
ト
ブ
ッ

ク
やX

M
D

F

の
他
、PD

F

やTX
T

、
さ
ら
に
はePub

な
ど
に
も
対
応

し
て
い
る
。
ま
た
、A

m
azon

のK
indle

も
第
三
世
代
か
ら
は
、
日
本
語

の
フ
ォ
ン
ト
を
内
蔵
し
、PD

F
以
外
にTX

T

フ
ァ
イ
ル
も
読
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

国
際
的
な
電
子
書
籍
に
関
す
る
規
格ePub

3

が
発
表
さ
れ
、
日
本
語
の

縦
書
き
や
ル
ビ
な
ど
、
日
本
独
自
の
レ
イ
ア
ウ
ト
も
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
ジ
ャ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
か
ら
「
一
太

14

郎

承
」
が
発
売
さ
れ
、
一
太
郎
フ
ァ
イ
ル
か
ら
簡
単
に
、
縦
書
き
ル
ビ

2012
が
表
示
で
、
写
真
な
ど
を
挿
入
し
たePub

フ
ァ
イ
ル
が
作
成
で
き
る
と

さ
れ
た
。
僕
が
再
び
、
電
子
本
作
成
に
興
味
を
持
っ
た
の
も
、
実
は
「
一

太
郎

承
」
を
購
入
し
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
。

2012
こ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
用
い
れ
ば
、
縦
書
き
ル
ビ
の
形
式
で
写
真
な
ど

を
貼
り
付
け
た
一
太
郎
フ
ァ
イ
ル
が
、
瞬
く
間
にePub

に
変
換
さ
れ
る

の
で
、
レ
イ
ア
ウ
ト
に
用
い
ら
れ
る
タ
グ
、
す
な
わ
ち
、
電
子
テ
キ
ス
ト

の
論
理
構
造
を
表
現
す
る
記
号
を
知
ら
な
く
て
も
、
容
易
にePub

の
電

子
本
が
作
成
で
き
る
の
で
あ
る
。

国
際
的
な
規
格
で
あ
るePub

の
利
点
の
一
つ
は
、
音
声
フ
ァ
イ
ル
や

PD
F

な
ど
と
同
様
に
、iTunes

store

か
らpodcast

（http://w
w

w
.apple.

com
/jp/itunes/podcasts/

）
と
い
う
形
で
、
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
に
提
示
で

http://www.apple.com/jp/itunes/podcasts/
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き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。podcast

は
個
人
で
も
自
作
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、

無
料
で
配
布
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
電
子

本
を
公
開
す
る
よ
り
も
、
は
る
か
に
多
く
の
人
々
に
自
身
の
作
品
を
見
て

も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
す
。
し
か
も
、
携
帯
電
話
の
多
く
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
と
な
り
、
半
数
近
く
がiPhone

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

若
い
世
代
の
ユ
ー
ザ
ー
に
作
品
を
提
示
す
る
絶
好
の
機
会
と
感
じ
ら
れ

た
。た

だ
し
、
当
初
は
不
確
定
な
要
素
も
あ
っ
た
。ePub

へ
の
各
社
の
対

3

応
に
は
時
間
を
要
し
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
語
の
よ
う
に
縦
書
き
を
用
い

る
言
語
が
、
少
数
派
で
あ
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
た
。

二
〇
一
二
年
十
月
末
に
な
り
、
状
況
に
明
る
い
兆
し
も
見
え
て
き
た
。

ア
ッ
プ
ル
社
が
提
供
す
る
ア
プ
リ
、iBooks

（https://itunes.apple.

16

com
/jp/app/ibooks/id

3
6
4
7
0
9
1
9
3?m

t=
8

）
は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
、
バ

ー
ジ
ョ
ン
が3

.
0

と
な
り
、
よ
う
や
くePub

3

の
縦
書
き
表
示
に
対
応
し

た
。
こ
れ
はiPhone

やiPod
touch

だ
け
で
は
な
く
、iPad

に
も
イ
ン

ス
ト
ー
ル
で
き
る
。
フ
ォ
ン
ト
の
大
き
さ
が
調
節
で
き
、
ペ
ー
ジ
を
指
先

で
め
く
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
縦
書
き
の
ル
ビ
も
表
示
さ
れ
、
内

蔵
の
辞
書
と
の
連
携
も
で
き
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
検
索
も
可
能
で
あ
る
。ePub

内
の
写
真
も
き
ち
ん
と
表
示
さ
れ
て
い
る
。

そ

の

他

に

、

紀

伊

國

屋

書

店

が

提

供

し

て

い

る

kinoppy

（http://bookw
ebplus.jp/features.htm

l

）
は
、
パ
ソ
コ
ン
以
外
に
、iPhone

やiPod
touch

、iPad

、A
ndroid

用
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
無
料
で
配
布
さ
れ
て
お
り
、K

inoppy

（for
iO

S

）
な
ら
、ePub

以

外
にPD

F

やTX
T

、
コ
ピ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
な
いX

M
D

F

も

https://itunes.apple.com/jp/app/ibooks/id364709193?mt=8
http://bookwebplus.jp/features.html
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開
け
て
し
ま
う
。

イ
ン
フ
ォ
シ
テ
ィ
（
株
）
が
販
売
し
て
い
る
ア
プ
リbREA

D
ER-

青

空
文
庫
（http://itunes.apple.com

/jp/app/breader-qing-kong-w
en-ku/id

4
1
1
8
8
4
0
8
1?m

t=
8

）
は
、iPhone

・iPod
touch

用
で
、
「
青
空
文
庫
」
を

読
む
た
め
の
ア
プ
リ
だ
が
、
縦
書
き
のePub

は
も
ち
ろ
ん
、
横
書
き
の

ePub

を
縦
書
き
で
表
示
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
内
蔵
辞
書
と
の
連

携
も
可
能
で
、
ペ
ー
ジ
送
り
も
紙
の
本
を
め
く
る
感
じ
に
し
た
り
、
画
面

を
自
動
送
り
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
。PD

F

を
携
帯
端
末
で
読
む
際
に
、

最
適
化
し
た
形
で
表
示
し
て
く
れ
る
点
も
有
難
い
。

ち
な
み
に
、bREA

D
ER-

青
空
文
庫
は
、
「
青
空
文
庫
」
以
外
に
、

bookY
A

RD

（http://w
w

w
.byard

.jp/book/index
.htm

l

）
と
い
う
電
子

本
サ
イ
ト
か
ら
も
、
直
接
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
こ
の
サ
イ
ト
に
は

18

ePub

か
青
空
文
庫
形
式(ZIP

)

の
フ
ァ
イ
ル
な
ら
、
無
料
で
作
品
を
投
稿

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

パ
ソ
コ
ン
対
応
に
限
っ
た
も
の
と
し
て
は
、A

dobe
D

igital
Editions

2
.
0

（http://w
w

w
.

adobe.
com

/products/digital-editions/dow
nload

.

htm
l

）
が
あ
る
。
こ
れ
は
無
料
で
配
布
さ
れ
て
お
り
、W

indow
s

版
も

M
acintosh

も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

ブ

ラ
ウ

ザ

で

対

応

が
進

ん

で
い

る
の

は

、G
oogle

Chrom
e

（

h
ttp

://w
w

w
.

g
o

o
g

le.
c

o
.

jp/intl/ja/chrom
e/brow

ser/?brand=CH
M

A
&

utm
_cam

paign=ja&
utm

_s
ource=ja-ha-apac-jp-

）
で
あ
る
が
、Readium

（https://chrom
e.google.

com
/w

ebstore/detail/readium
/fepbnnnkkadjhjahcafoaglim

ekefifl#detai
l/readium

/fepbnnnkkadjhjahcafoaglim
ekefifl

）
と
い
う
ア
ド
オ
ン
を
組

http://itunes.apple.com/jp/app/breader-qing-kong-wen-ku/id411884081?mt=8
http://itunes.apple.com/jp/app/breader-qing-kong-wen-ku/id411884081?mt=8
http://www.byard.jp/book/index.html
http://www.adobe.com/products/digital-editions/download.html
http://www.adobe.com/products/digital-editions/download.html
http://www.google.co.jp/intl/ja/chrome/browser/?brand=CHMA&utm_campaign=ja&utm_source=ja-ha-apac-jp-
https://chrome.google.com/webstore/detail/readium/fepbnnnkkadjhjahcafoaglimekefifl#detail/readium/fepbnnnkkadjhjahcafoaglimekefifl
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み
込
む
必
要
が
あ
る
。
縦
書
き
や
ル
ビ
に
対
応
し
て
お
り
、ePub

を
ラ

イ
ブ
ラ
リ
で
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
字
の
色
や
大
き
さ
、
余
白
、

背
景
な
ど
も
調
整
で
き
る
。
紙
の
本
に
近
い
レ
イ
ア
ウ
ト
に
す
る
場
合
は
、

背
景
が
白
で
文
字
を
黒
く
し
、
表
示
形
式
を
「
ダ
ブ
ル
」
に
す
れ
ば
よ
い
。

ブ
ラ
ウ
ザ
のFirefox

（http://m
ozilla.jp/firefox/

）
にEPU

BReader

（http://w
w

w
.epubread

.com
/en/

）
と
い
う
ア
ド
オ
ン
を
組
み
込
ん
だ

場
合
、
現
状
は
横
書
き
に
し
か
対
応
し
て
い
な
い
。
縦
書
き
で
作
っ
た

ePub

も
横
書
き
で
表
示
さ
れ
、
し
か
も
ル
ビ
が
ル
ビ
と
し
て
表
示
さ
れ

ず
、
本
文
に
か
っ
こ
な
し
で
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
見
た
読
者

は
、
誤
植
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

ち
な
み
に
、Internet

Explorer
は
未
対
応
で
あ
り
、ePub

を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
と
、
拡
張
子
がzip

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
拡
張
子
をepub

20

に
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
点
な
ど
は
、
一
般
の
利
用
者

に
は
分
か
り
に
く
い
だ
ろ
う
。

な
お
、
電
子
書
籍
を
読
む
専
用
の
端
末
に
は
、
ソ
ニ
ー
のReader
や

楽
天
のK

obo
Touch

な
ど
が
あ
る
が
、
ア
マ
ゾ
ン
のK

indle
Paperw

hite

が
最
有
力
候
補
と
目
さ
れ
て
い
る
。
ア
マ
ゾ
ン
の
ユ
ー
ザ
ー
な
ら
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
設
定
で
、
無
料
で
提
供
さ
れ
る
ク
ラ
ウ
ド

上
に
、m

obi

形
式
の
電
子
書
籍
が
保
管
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

kindle

が
読
み
込
むm

obi

形
式
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
国
際
的
な
規
格
で

あ
るePub

を
、
ア
マ
ゾ
ン
が
独
自
に
拡
張
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
パ
ソ

コ
ン
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
り
、
自
作
し
た
、m

obi

フ
ァ
イ
ル
は
も
ち

ろ
ん
、pdf

やtxt

な
ど
も
ク
ラ
ウ
ド
の
指
定
さ
れ
た
ア
ド
レ
ス
へ
、
添

http://mozilla.jp/firefox/
http://www.epubread.com/en/
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付
フ
ァ
イ
ル
の
形
で
送
信
す
れ
ば
、
同
期
す
る
形
でkindle

に
転
送
さ
れ

る
。こ

こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、m

obi

フ
ァ
イ
ル
は
読
書
端
末
のK

indle

で
読
む
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。iO

S

用
ア
プ

リ
のK

indle
で
は
、
縦
書
き
の
フ
ァ
イ
ル
で
も
、
ル
ビ
が
削
除
さ
れ
て

横
書
き
に
表
示
さ
れ
て
し
ま
う
。K

indle
for

PC

も
縦
書
き
対
応
は
不
完

全
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ア
マ
ゾ
ン
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
電
子
書
籍
は
、

た
と
え
価
格
が
無
料
の
も
の
で
も
正
常
な
縦
書
き
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

22

PD
F

の
電
子
本
を
作
る
利
点

で
は
、
新
た
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
な
く
、
誰

で
も
見
ら
れ
る
形
式
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
と
い
う
と
、
大
抵
の
パ
ソ
コ
ン
に

はA
dobe

Reader

が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
か
ら
、PD

F

な
ら
ダ

ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
す
ぐ
に
読
め
る
。
縦
書
き
も
ル
ビ
も
当
然
可

能
で
、
検
索
機
能
も
付
い
て
い
る
。
写
真
な
ど
を
組
み
込
ん
で
、
凝
っ
た

制
作
を
し
た
場
合
で
も
、PD

F

な
ら
レ
イ
ア
ウ
ト
は
崩
れ
る
こ
と
な
く

表
示
さ
れ
る
。

PD
F

が
電
子
本
か
と
い
う
疑
問
を
お
持
ち
の
方
も
多
い
だ
ろ
う
が
、

表
紙
を
つ
け
て
最
適
化
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
を
施
せ
ば
、
立
派
な
電
子
本
と

し
て
体
裁
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
印
刷
す
る
こ
と
が
可
能
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な
の
で
、
少
数
で
も
引
き
受
け
て
く
れ
る
業
者
に
頼
め
ば
、
数
部
を
紙
の

本
と
し
て
製
本
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

な
お
、
印
刷
し
た
本
と
は
違
っ
て
、PD

F

を
画
面
で
見
る
場
合
に
は
、

フ
ォ
ン
ト
を
や
や
大
き
め
に
設
定
し
、
各
ペ
ー
ジ
の
大
き
さ
を
小
さ
く
し

て
、
余
白
が
グ
レ
ー
で
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
い
。
ま
ぶ
し
さ
に

よ
る
目
の
疲
れ
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
電
子
本
を
作

る
方
法
を
説
明
す
る
と
き
に
、
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

24

コ
ン
テ
ン
ツ
を
ど
う
す
る
か

ど
ん
な
電
子
本
を
作
ろ
う
と
お
考
え
だ
ろ
う
か
。
手
持
ち
の
文
章
を
書

き
た
め
て
い
れ
ば
、
エ
ッ
セ
イ
集
と
か
旅
行
記
や
、
自
分
史
を
残
し
た
い

と
か
。
中
に
は
自
分
の
小
説
や
詩
集
を
発
表
し
た
い
と
か
、
人
そ
れ
ぞ
れ

動
機
は
異
な
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
文
章
を
中
心
と
し
た
電
子
本
の
作
り
方
を
考
え
て
い
き
た

い
。
エ
ッ
セ
イ
や
小
説
の
書
き
方
は
、
他
書
に
当
た
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
て
、
書
く
材
料
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
い
う
、
基
本
的
な
問
題
に

限
っ
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

僕
の
場
合
、
中
学
生
の
頃
に
、
父
に
日
記
を
書
く
よ
う
に
言
わ
れ
て
、

四
十
代
後
半
と
な
っ
た
今
で
も
書
き
続
け
て
い
る
。
日
記
と
い
う
も
の
は
、
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型
に
は
ま
ら
ず
自
由
に
思
索
す
る
上
で
も
っ
て
こ
い
で
あ
る
。
た
だ
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
プ
レ
ー
ン
・
テ
キ
ス
ト
の
形
で
日
記
を
書
く
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
ま
だ
こ
こ
数
年
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
記
述
は
ノ
ー
ト
を

読
み
返
す
し
か
な
い
。
今
か
ら
日
記
を
書
こ
う
と
な
さ
っ
て
い
る
方
に
は
、

ぜ
ひ
と
も
、
デ
ジ
タ
ル
の
形
で
記
録
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

そ
の
際
、
エ
デ
ィ
タ
で
も
ワ
ー
プ
ロ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
も
い
い
か
ら
、

ユ
ニ
コ
ー
ド
の
プ
レ
ー
ン
・
テ
キ
ス
ト
で
書
く
こ
と
。Shift-JIS

で
は
、

用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
漢
字
が
多
く
出
て
き
て
し
ま
う
。
写
真
を
貼
り

付
け
ら
れ
る
日
記
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
は
、
た
と
え
外
観
が
良
く
て
も

使
っ
て
は
い
け
な
い
。
Ｏ
Ｓ
が
変
わ
っ
て
開
け
な
く
な
っ
て
は
、
そ
れ
ま

で
集
め
た
情
報
が
ふ
い
に
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
だ
か
ら
。

デ
ジ
タ
ル
化
し
た
日
記
は
、
あ
な
た
に
と
っ
て
、
生
き
て
き
た

証

に

あ
か
し

26

な
る
。
語
り
合
っ
た
際
に
心
に
残
っ
た
言
葉
、
街
角
で
見
か
け
た
美
し
い

風
景
、
旅
先
で
の
出
会
い
の
一
コ
マ
、
何
で
も
い
い
か
ら
、
後
で
思
い
出

せ
る
よ
う
に
書
き
残
し
て
お
く
。
こ
の
習
慣
を
続
け
て
い
け
ば
、
あ
な
た

の
人
生
は
過
去
か
ら
連
綿
と
続
く
時
間
の
流
れ
と
し
て
、
確
実
に
心
の
中

に
刻
み
込
ま
れ
、
そ
の
文
を
読
み
返
す
と
き
に
は
、
か
つ
て
の
感
動
が
現

在
の
出
来
事
の
よ
う
に
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。
人
に
見
せ
る
文
章
を
書
く

前
に
、
そ
う
し
た
習
慣
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

あ
と
は
や
り
と
り
し
た
メ
ー
ル
の
一
部
で
も
、
記
憶
に
残
し
た
け
れ
ば

日
記
に
貼
り
付
け
る
。
携
帯
端
末
で
書
い
た
メ
モ
は
、
メ
ー
ル
経
由
で
パ

ソ
コ
ン
に
移
動
さ
せ
、
日
記
を
書
く
と
き
に
推
敲
す
れ
ば
い
い
。
す
ぐ
に

役
立
た
な
く
て
も
、
ア
イ
デ
ア
は
確
実
に
集
積
し
て
い
く
。
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何
か
の
テ
ー
マ
で
文
章
を
書
き
た
く
な
っ
た
ら
、
エ
デ
ィ
タ
や
ワ
ー
プ

ロ
の
検
索
機
能
を
用
い
て
、
日
記
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
順
に
た
ど
っ
て
い
く
。

そ
の
語
が
含
ま
れ
た
文
を
見
渡
し
て
、
書
こ
う
と
し
て
い
る
文
章
の
全
体

を
思
い
描
い
て
み
よ
う
。

た
だ
し
、
パ
ソ
コ
ン
上
の
日
記
は
、
ま
だ
人
に
見
せ
ら
れ
る
よ
う
な
代

物
で
は
な
い
。
膨
大
な
文
章
の
中
で
使
え
る
部
分
は
、
ご
く
わ
ず
か
で
あ

る
。
ま
た
自
分
で
は
理
解
し
て
い
て
も
、
い
き
な
り
本
題
か
ら
で
は
、
読

者
に
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
も
あ
る
。
日
記
と
は
別
に
、
人
に
見
せ

る
た
め
の
文
章
も
書
き
た
め
て
い
っ
た
方
が
い
い
。

そ
れ
が
ブ
ロ
グ
で
あ
る
。
多
く
の
人
は
ブ
ロ
グ
を
、
単
な
る
日
記
と
取

り
違
え
て
い
る
。
う
ち
の
子
ど
も
が
運
動
会
で
一
等
賞
に
な
っ
た
と
か
書

い
て
も
、
喜
ん
で
く
れ
る
の
は
身
内
か
せ
い
ぜ
い
友
人
だ
け
で
あ
る
。
第
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三
者
に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
い
。facebook

（http://ja-jp
.facebook

.com
/

）

に
僕
が
乗
り
気
で
な
い
の
も
、
そ
れ
が
人
間
関
係
を
構
築
す
る
に
は
役
立

っ
て
も
、
書
か
れ
て
い
る
文
章
自
体
は
、
読
み
返
す
に
値
し
な
い
も
の
が

ほ
と
ん
ど
だ
か
ら
だ
。

個
人
で
書
く
日
記
は
単
な
る
素
材
に
過
ぎ
ず
、
そ
こ
か
ら
文
章
に
な
り

そ
う
な
部
分
を
抜
き
出
し
、
一
つ
の
エ
ッ
セ
イ
な
ど
に
膨
ら
ま
せ
て
い
け

ば
い
い
の
で
あ
る
。
日
記
を
つ
け
る
こ
と
と
、
プ
ロ
グ
を
書
い
て
い
く
こ

と
、
こ
れ
を
あ
な
た
の
日
課
に
し
て
い
く
と
い
い
。

で
は
、
ブ
ロ
グ
を
始
め
る
と
し
て
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
べ
き
か

と
い
う
と
、podcast

に
対
応
し
て
い
て
、
ア
ク
セ
ス
解
析
が
で
き
る
サ

イ
ト
が
望
ま
し
い
。
そ
の
条
件
に
合
致
し
て
い
る
の
が
、Seesaa

http://ja-jp.facebook.com/
http://blog.seesaa.jp/
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(http://blog
.seesaa.jp/)

の
ブ
ロ
グ
で
あ
る
。
無
料
で
続
け
ら
れ
る
し
、

書
い
た
文
章
に
毎
日
ど
の
程
度
ア
ク
セ
ス
が
あ
る
か
、
確
認
で
き
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
テ
ー
マ
に
関
心
が
持
た
れ
て
い
る
か
、

ど
ん
な
文
章
が
好
評
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
か
が
分
か
る
。

無
料
の
情
報
発
信
と
は
い
え
、
文
章
を
書
く
こ
と
を
人
生
の
中
枢
に
据

え
て
い
き
た
い
な
ら
、
ブ
ロ
グ
は
文
章
修
業
の
実
践
の
場
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
、
読
者
か
ら
の
反
応
も
得
ら
れ
る
し
、
ア
ク
セ

ス
が
増
え
て
い
け
ば
、
新
た
な
文
章
を
書
く
励
み
に
も
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ブ
ロ
グ
は
テ
ー
マ
別
に
分
類
可
能
で
あ
る
か
ら
、
複
数
の
ジ
ャ
ン
ル
に

文
章
を
分
け
て
登
録
す
る
と
い
い
。
ブ
ロ
グ
に
載
せ
た
も
の
は
、
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
ご
と
に
、
ジ
ャ
ン
ル
分
け
し
た
形
で
エ
デ
ィ
タ
や
ワ
ー
プ
ロ

に
保
存
し
て
お
く
こ
と
。
こ
れ
を
怠
る
と
、
せ
っ
か
く
の
ブ
ロ
グ
が
書
き

30

っ
ぱ
な
し
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

文
章
を
書
き
た
め
た
と
こ
ろ
で
、
電
子
本
を
構
成
す
る
に
足
る
文
章
が

あ
る
か
、
特
定
の
ジ
ャ
ン
ル
の
も
の
を
確
認
す
る
。
例
え
ば
、
あ
る
テ
ー

マ
の
エ
ッ
セ
イ
集
を
出
す
と
し
た
ら
、
何
が
足
り
な
い
か
考
え
、
全
体
の

構
成
を
思
い
描
い
た
上
で
、
補
う
べ
き
部
分
を
日
記
で
下
書
き
し
、
推
敲

し
た
も
の
を
ブ
ロ
グ
で
発
表
す
る
。

章
立
て
が
決
定
し
た
段
階
で
、
ワ
ー
プ
ロ
か
エ
デ
ィ
タ
で
空
の
フ
ァ
イ

ル
を
作
成
し
、
予
定
し
た
章
ご
と
に
貼
り
付
け
て
み
る
。
全
体
を
読
み
直

し
て
、
不
足
し
た
部
分
を
書
き
足
し
て
い
き
、
重
複
し
た
部
分
を
除
い
て
、

全
体
の
調
和
を
図
る
の
で
あ
る
。
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推
敲
に
つ
い
て

推
敲
は
気
の
済
む
ま
で
行
っ
た
方
が
い
い
。
説
明
不
足
の
点
は
な
い
か
、

同
じ
内
容
が
重
複
し
て
い
な
い
か
、
文
が
冗
漫
す
ぎ
な
い
か
。
書
い
た
文

を
す
ぐ
に
人
に
見
せ
る
の
で
は
な
く
、
最
低
一
日
お
い
て
読
み
返
し
た
上

で
書
き
直
す
と
、
自
分
の
文
章
の
欠
点
を
見
つ
け
や
す
い
。
ま
た
、
声
に

出
し
て
読
ん
で
み
る
と
、
文
章
上
の
リ
ズ
ム
を
つ
か
む
感
覚
が
得
ら
れ
る
。

文
章
を
推
敲
し
て
い
く
際
の
こ
つ
に
つ
い
て
、
詩
人
で
仏
文
学
者
の
窪

田
般
彌
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
類
語
辞
典
を

は

ん

や

用
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ど
う
し
て
も
的
確
な
言
葉
が
見
つ
か
ら
な

い
と
き
、
類
義
語
か
ら
目
当
て
の
表
現
を
探
し
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
あ
る
。
僕
は
早
速
、
角
川
書
店
の
『
類
語
国
語
辞
典
』
を
買
っ
た
。
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こ
れ
は
後
述
す
る
『
角
川
類
語
新
辞
典
』
を
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。

類
語
辞
典
は
物
書
き
に
は
必
須
の
辞
典
だ
が
、
実
際
に
考
え
な
が
ら
書

い
て
い
る
（
キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
っ
て
い
る
）
と
き
に
は
、
紙
の
辞
書
を
引

い
た
り
し
て
い
る
と
、
思
考
の
流
れ
が
途
切
れ
て
し
ま
う
。
的
確
な
言
葉

が
頭
に
浮
か
ば
な
い
と
、
文
が
続
か
な
い
よ
う
な
折
で
も
、
ゆ
っ
く
り
辞

書
を
引
い
て
は
い
ら
れ
な
い
。

そ
ん
な
場
合
に
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
な
っ
た
辞
書
が
便
利
で
、
と
り

わ
け
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
一
太
郎
」
に
付
属
し
て
い
るatok

（http://w
w

w
.

atok
.com

/

）
の
連
想
変
換
と
い
う
機
能
が
有
効
で
あ
る
。
こ
れ
は
キ
ー

の
操
作
だ
け
で
、
類
義
語
が
列
挙
さ
れ
る
わ
け
だ
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
便
利

な
も
の
は
な
い
。atok

に
は
『
日
本
語
つ
か
い
さ
ば
き
辞
典
』
が
付
属
し

て
い
る
が
、
『
角
川
類
語
新
辞
典
』
（http://w

w
w
.

justsystem
s.

http://www.atok.com/
http://www.justsystems.com/jp/products/kadokawa/
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com
/jp/products/kadokaw

a/

）
も
オ
プ
シ
ョ
ン
で
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き
る
。

両
者
は
相
互
補
完
の
関
係
に
あ
り
、
一
方
に
し
か
出
て
こ
な
い
類
義
語
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
な
お
、
後
者
の
方
が
語
釈
が
丁
寧
で
、
例
文
な
ど
も
つ

い
て
い
る
の
で
、atok

の
連
想
変
換
の
機
能
を
フ
ル
に
生
か
す
に
は
、『
角

川
類
語
新
辞
典
』
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
が
必
須
だ
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
「
一
太
郎

玄
」
の
プ
レ
ミ
ア
ム
版
を
購
入
す
れ
ば
、
複
数
の

2013

A
TO

K

用
辞
書
『
大
辞
泉
』
『
角
川
俳
句
歳
時
記
』
『
ジ
ー
ニ
ア
ス
英
和/

和
英
辞
典
』
な
ど
、
単
体
な
ら
高
価
な
電
子
辞
書
が
付
い
て
お
り
、ATO

K

の
「
連
想
変
換
」
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
辞
書
の
語
釈
も

加
わ
る
。

さ
て
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
化
さ
れ
た
類
語
辞
典
は
、
他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
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る
。
学
研
か
ら
発
売
さ
れ
て
い
た
『Super

日
本
語
大
辞
典

全JIS

漢
字

版
』
（
生
産
終
了
）
に
は
、
簡
単
な
シ
ソ
ー
ラ
ス
が
つ
い
て
い
る
か
ら
、

た
い
て
い
は
こ
れ
で
間
に
合
っ
て
し
ま
う
。
『
明
鏡
国
語
辞
典
』

（http://w
w

w
.

logovista.
co
.

jp/L
V

E
R

P/shop/Item
D

etail.
aspx?contents_code=LV

D
TS
0
3
0
1
0

）
に
も
類
語
・
関
連
語
の
項
目
が

あ
る
が
、
こ
の
手
の
物
で
最
大
規
模
の
収
録
語
数
を
誇
る
の
が
、
Ｐ
Ｃ
用

の
ロ
ゴ
ヴ
ィ
ス
タ
版
『
日
本
語
大
シ
ソ
ー
ラ
ス
』（http://w

w
w
.logovista.

co
.jp/LV

ERP/shop/Item
D

etail.aspx?contents_code=LV
D

TS
0
5
0
1
0

）

で
あ
る
。

こ
れ
は
膨
大
な
語
や
慣
用
句
が
収
録
さ
れ
、
古
典
か
ら
の
引
用
も
多
い

の
で
、
購
入
を
考
え
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
書
籍
版
は
重
す
ぎ

る
か
ら
、
書
棚
の
イ
ン
テ
リ
ア
に
な
る
の
が
落
ち
で
あ
る
。iPhone

な
ど

http://www.logovista.co.jp/LVERP/shop/ItemDetail.aspx?contents_code=LVDTS03010
http://www.logovista.co.jp/LVERP/shop/ItemDetail.aspx?contents_code=LVDTS05010


35

を
お
使
い
な
ら
、iTunes

Store

か
らiO

S

版
（http://itunes.apple.

com
/us/app/ri-ben-yu-dashisorasu-lei/id

3
1
3
3
4
4
7
2
8?m

t=
8

）
も
買
え
る

け
れ
ど
も
、
他
の
辞
書
と
の
連
携
が
で
き
な
い
。
も
し
迷
っ
て
お
い
で
な

ら
、
Ｐ
Ｃ
用
の
ロ
ゴ
ヴ
ィ
ス
タ
版
を
お
勧
め
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
日
本
語
大
シ
ソ
ー
ラ
ス
』
の
編
者
、
山
口
翼
氏
は

言
語
学
者
で
は
な
い
。
小
説
を
書
く
た
め
に
、
自
分
の
語
彙
を
増
や
そ
う

と
し
て
、
用
例
を
か
き
集
め
て
い
る
う
ち
に
、
そ
れ
が
稀
代
の
大
シ
ソ
ー

ラ
ス
編
纂
へ
と
結
び
つ
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
中
国
の
古
典
か
ら
俗
語

に
到
る
ま
で
、
引
用
さ
れ
た
表
現
の
多
様
さ
に
は
目
を
奪
う
も
の
が
あ
る
。

収
録
さ
れ
た
も
の
を
ざ
っ
と
眺
め
渡
す
だ
け
で
も
楽
し
い
。
文
章
を
練
り

上
げ
て
い
く
過
程
で
、
ど
う
し
て
も
的
確
な
表
現
や
慣
用
句
が
見
つ
か
ら

36

な
い
と
き
な
ど
に
、
心
強
い
味
方
に
な
る
と
思
っ
た
。

た
だ
し
、
問
題
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
Ｐ
Ｃ
用
の
『
日
本
語
大
シ

ソ
ー
ラ
ス
』
は
、
普
通
に
言
葉
を
入
力
し
て
類
義
語
を
探
そ
う
と
し
て
も
、

そ
の
言
葉
が
ヒ
ッ
ト
し
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
そ
の
点
が
『
角
川

類
語
新
辞
典
』
な
ど
と
は
大
い
に
異
な
る
。
で
は
、
ど
う
や
っ
て
引
い
た

ら
い
い
の
か
。

Logovista

辞
典
ブ
ラ
ウ
ザ
を
用
い
る
場
合
、
検
索
欄
に
何
も
入
力
せ

ず
に
「
メ
ニ
ュ
ー
検
索
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
「
ト
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー
」

が
現
れ
る
。
こ
れ
は
国
立
国
語
研
究
所
の
『
分
類
語
彙
表
』（http://w

w
w
.

ninjal.ac.jp/products-k/kanko/goihyo/

）
に
基
づ
く
分
類
で
あ
る
。
「
抽

象
的
関
係
」
「
位
相
・
空
間
」
「
序
と
時
間
」
と
い
っ
た
大
分
類
が
現
れ

る
。
「
抽
象
的
関
係
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
「
関
係
が
あ
る
」
「
関
係
が

http://itunes.apple.com/us/app/ri-ben-yu-dashisorasu-lei/id313344728?mt=8
http://www.ninjal.ac.jp/products-k/kanko/goihyo/
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な
い
」
「
影
響
」
と
い
っ
た
中
分
類
が
現
れ
、
さ
ら
に
「
関
係
が
あ
る
」

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
小
分
類
の
「
関
係
あ
る
」
「
縁
が
あ
る
」
「
縁
続

き
」
な
ど
が
現
れ
、
そ
の
下
位
に
実
際
の
類
義
表
現
が
列
挙
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
推
敲
し
て
い
る
折
な
ど
に
は
、
こ
の
方
法
で
的
確
な
言
葉
を

探
し
て
い
け
ば
い
い
。

ち
な
み
に
、
推
敲
す
る
際
に
音
読
す
る
代
わ
り
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
読
ま
せ
る
と
い
う
方
法
が
あ
る
。
か
つ
て
は
実
用
と
は
ほ
ど
遠
い
水
準

だ
っ
た
が
、
「
一
太
郎

玄
」
の
プ
レ
ミ
ア
ム
版
を
購
入
し
た
場
合
、
文

2013

章
を
読
み
上
げ
る
機
能
「
詠
太
３
」
を
利
用
す
る
の
も
い
い
。
そ
れ
が
ど

の
程
度
の
も
の
で
あ
る
か
、
ネ
ッ
ト
上
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

（http://w
w

w
.justsystem

s.com
/jp/products/ichitaro/feature8

.htm
l

）
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で
確
認
し
て
み
る
と
い
い
だ
ろ
う
。

男
性
１
名
、
女
性
２
名
の
声
の
中
か
ら
選
択
し
、
話
す
ス
ピ
ー
ド
も
調

整
で
き
る
。
自
分
が
書
い
た
文
章
を
読
ま
せ
て
み
る
と
、
耳
で
聞
い
て
快

い
文
章
で
あ
る
か
ど
う
か
が
分
か
る
。
練
り
上
げ
た
文
章
な
ら
、
他
人
に

読
ん
で
も
ら
っ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

ル
ビ
が
つ
い
て
い
る
場
合
も
、
ル
ビ
の
部
分
だ
け
正
確
に
読
ん
で
く
れ

る
。
ル
ビ
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
印
刷
す
る
場
合
は
、
拗
音
の
母
音
部
分

も
大
き
い
字
で
表
記
す
る
の
が
通
則
で
あ
る
。
た
だ
し
、
読
み
上
げ
機
能

を
使
用
す
る
場
合
は
、
拗
音
の
母
音
部
分
は
手
書
き
の
よ
う
に
、
小
さ
い

字
で
入
力
す
る
よ
う
に
す
る
。
実
用
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
こ
と
は
確
か

で
、
発
音
が
複
数
あ
る
漢
字
や
、
固
有
名
詞
な
ど
で
読
み
間
違
え
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
お
お
む
ね
共
通
語
に
則
っ
て
い
る
。

http://www.justsystems.com/jp/products/ichitaro/feature8.html
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推
敲
の
ほ
か
に
、
「
詠
太
」
に
他
人
の
文
章
を
朗
読
さ
せ
て
み
よ
う
。

Ｉ
Ｅ
用
の
プ
ラ
グ
イ
ン
を
有
効
に
し
て
、
ネ
ッ
ト
上
の
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ま

せ
て
み
る
と
い
い
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
読
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

り
、
疲
れ
て
い
る
と
き
に
耳
で
ニ
ュ
ー
ス
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
青
空
文
庫
」
（http://w

w
w
.aozora.gr.jp/

）
の
文
学
作
品
は
、
新
仮

名
で
ル
ビ
な
し
の
テ
キ
ス
ト
を
、
「
一
太
郎

玄
」
に
貼
り
付
け
て
読
ま

2013

せ
る
と
い
い
。X

H
TM

L
フ
ァ
イ
ル
の
ま
ま
だ
と
、
漢
字
の
発
音
と
ル
ビ

の
部
分
が
重
複
し
て
読
ま
れ
て
し
ま
う
。
ル
ビ
を
一
太
郎
形
式
に
変
換
す

る
「
一
太
郎
」
用
の
マ
ク
ロ
「
ル
ビ
付
与
（
青
空
文
庫
に
対
応
）
」

（http://w
w

w
.sakai.zaq

.ne.jp/necessity/
）
も
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、

使
用
す
る
場
合
は
自
己
責
任
で
行
う
こ
と
に
な
る
。
で
な
け
れ
ば
、
手
作
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業
が
必
要
と
な
る
が
、
「
青
空
文
庫
」
の
フ
ァ
イ
ル
の
一
部
は
、
す
で
に

「
一
太
郎
」
フ
ァ
イ
ル
に
変
換
さ
れ
、｢

一
太
郎
で
『
青
空
文
庫
』
」

（http://w
w

w
7
.plala.or.jp/hongm

ing/

）
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
旧
仮

名
遣
い
の
作
品
だ
と
、
期
待
通
り
に
読
ん
で
く
れ
な
い
の
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

最
後
に
、
「
詠
太
」
に
正
確
に
読
ま
せ
る
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
、
補

足
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
「
詠
太
」
も
「
一
太
郎

玄
」
で
バ
ー
ジ

2013

ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
、
読
み
上
げ
の
精
度
を
さ
ら
に
高
め
る
機
能
と
し
て
、

「CSV

フ
ァ
イ
ル
か
ら
辞
書
へ
の
一
括
登
録
」
が
可
能
と
な
っ
た
。
一

つ
一
つ
単
語
を
登
録
す
る
の
が
煩
瑣
な
場
合
、A

TO
K

な
ど
のIM

E

に

登
録
さ
れ
て
い
る
語
を
、
登
録
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

http://www.aozora.gr.jp/
http://www.sakai.zaq.ne.jp/necessity/
http://www7.plala.or.jp/hongming/
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た
だ
し
、A

TO
K

と
「
詠
太
」
と
で
は
、
用
語
や
分
類
の
基
準
が
異

な
り
、
単
語
と
読
み
の
表
記
、
項
目
の
提
示
順
序
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
違

い
が
あ
り
、
自
動
で
変
換
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず
は
、
「
詠
太
」

の
「
辞
書
作
成
ツ
ー
ル
」
を
確
認
し
て
お
く
と
い
い
。
人
に
よ
っ
て
環
境

が
異
な
る
の
で
、
一
つ
一
つ
の
手
順
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の

人
な
り
に
解
決
す
る
ヒ
ン
ト
を
、
以
下
に
説
明
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

A
TO

K

の
「
メ
ニ
ュ
ー
」
か
ら
、
「
辞
書
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
「
辞
書
ユ
ー

テ
ィ
リ
テ
ィ
」
を
起
動
す
る
。
次
に
「
ツ
ー
ル
」
か
ら
「
単
語
・
用
例
の

一
覧
出
力
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。
登
録
可
能
な
例
は5

0
0
0

程
度
で
あ
る
。

「
単
語
出
力
」
の
タ
ブ
で
、
「U

nicode

で
出
力
す
る
」
に
チ
ェ
ッ
ク
を

入
れ
、
単
語
種
類
は
「
登
録
単
語
」
に
限
る
。
対
象
品
詞
は
「
設
定
」
で

固
有
名
詞
な
ど
を
選
択
す
る
。
「
単
語
コ
メ
ン
ト
情
報
を
出
力
す
る
」
に
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は
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
な
い
。
「
フ
ァ
イ
ル
名
」
を
入
力
し
て
「
実
行
」
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
。

出
力
さ
れ
る
の
は
、
「
テ
キ
ス
ト
」
フ
ァ
イ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
をCSV

フ
ァ
イ
ル
に
変
換
す
る
に
は
、
エ
デ
ィ
タ
な
ど
で
開
い
た
「
テ
キ
ス
ト
」

を
「
全
部
選
択
」
し
て
、Excel

に
貼
り
付
け
て
、CSV

フ
ァ
イ
ル
と
し

て
保
存
し
直
す
。

「
詠
太
」
の
「
辞
書
作
成
ツ
ー
ル
」
で
は
、
１
列
目
が
「
単
語
」
で
、
２

列
目
が
「
発
音
」
、
３
列
目
が
「
品
詞
」
、
４
列
目
が
「
動
詞
の
活
用
」

で
あ
る
。
４
列
目
に
関
し
て
は
、
動
詞
に
限
っ
て
「
１
段
活
用
」
か
「
５

段
活
用
」
か
記
入
し
、
そ
れ
以
外
の
品
詞
の
場
合
は
空
欄
に
し
て
お
く
。

こ
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
、A

TO
K

の
「
単
語
・
用
例
の
一
覧
出
力
」

か
ら
作
成
さ
れ
たCSV

フ
ァ
イ
ル
の
「
列
」
を
、
入
れ
替
え
て
い
く
の
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で
あ
る
。

Excel
の
「
列
」
の
順
序
を
変
え
る
に
は
、
「
列
」
の
挿
入
を
行
っ
た
上

で
、
該
当
す
る
「
列
」
を
す
べ
て
選
択
し
て
、
挿
入
し
た
「
列
」
に
移
動

し
た
後
、
不
要
と
な
っ
た
「
列
」
全
体
を
削
除
す
る
。

A
TO

K

か
ら
出
力
し
た
フ
ァ
イ
ル
の
読
み
は
ひ
ら
が
な
だ
が
、「
詠
太
」

に
登
録
す
る
に
は
カ
タ
カ
ナ
に
変
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
発
音
」

の
書
か
れ
た
「
列
」
を
す
べ
て
選
択
し
て
、
エ
デ
ィ
タ
に
コ
ピ
ー
し
た
上

で
、
「
ひ
ら
が
な
」
を
す
べ
て
カ
タ
カ
ナ
に
変
換
す
る
。
こ
の
機
能
を
持

つ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
は
、
例
え
ば

Q
X

エ
デ
ィ
タ
（http://w

w
w
2k
.

biglobe.ne.jp/~araken/

）
が
あ
る
。
カ
タ
カ
ナ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、

Excel

の
「
発
音
」
の
列
に
コ
ピ
ー
す
る
の
で
あ
る
。

品
詞
の
名
称
もA

TO
K

と
「
詠
太
」
と
で
は
異
な
る
の
で
、「
一
太
郎
」
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の
「
置
換
」
機
能
で
「
１
つ
ず
つ
確
認
し
な
が
ら
置
換
す
る
」
の
チ
ェ
ッ

ク
を
外
し
て
、
一
括
し
て
「
詠
太
」
の
用
語
に
置
換
す
る
。
ま
た
は
、
エ

デ
ィ
タ
の
「
変
換
」
の
機
能
を
用
い
て
、
一
括
し
て
置
換
す
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
「
固
有
人
姓
」
→
「
姓
」
、
「
固
有
人
名
」
「
固
有
人
他
」
→
「
名

前
」
、
「
固
有
地
名
」
→
「
地
名
」
、
「
固
有
組
織
」
→
「
企
業
名
」
、
「
固

有
商
品
」
「
固
有
一
般
」
→
「
そ
の
他
の
固
有
名
詞
」
と
い
っ
た
具
合
に

一
括
し
て
置
換
す
る
。

作
業
が
す
べ
て
終
わ
っ
た
ら
、
「
詠
太
」
の
「
辞
書
作
成
ツ
ー
ル
」
で

作
成
し
たCSV

フ
ァ
イ
ル
を
読
み
込
む
。
こ
れ
で
追
加
し
た
語
が
「
詠

太
」
に
よ
っ
て
正
確
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
後
、
「
詠
太
」
の
「
辞
書
作
成
ツ
ー
ル
」
か
ら
、
単
語
や
複
合
語

な
ど
を
追
加
し
た
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
「
東
海
林
」
と
い

http://www2k.biglobe.ne.jp/%7Earaken/
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う
「
姓
」
を
登
録
す
る
場
合
、
長
音
を
含
む
の
で
、
通
常
の
表
記
で
あ
る

「
シ
ョ
ウ
ジ
」
で
は
な
く
、
発
音
通
り
の
「
シ
ョ
ー
ジ
」
で
登
録
す
る
。

「
値
が
張
る
」
の
よ
う
な
慣
用
表
現
は
、
「
動
詞
」
の
「
５
段
動
詞
」
と

し
て
登
録
す
る
。
作
業
を
が
終
わ
っ
た
ら
、「
エ
ク
ス
ポ
ー
ト
」
し
て
、CSV

フ
ァ
イ
ル
の
更
新
を
行
っ
て
お
く
。

た
だ
し
、
「
入
る
」
の
よ
う
に
、
「
は
い
る
」
と
「
は
い
れ
る
」
と
い

う
複
数
の
読
み
が
、
文
脈
に
よ
っ
て
決
ま
る
場
合
、
い
く
ら
登
録
し
て
も
、

「
詠
太
３
」
で
は
対
応
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ル
ビ
を
つ
け
れ
ば
、
こ

の
種
の
読
み
違
い
は
防
げ
る
。
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電
子
本
の
作
成

ジ
ャ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
の
「
一
太
郎

承
」
、
ま
た
は
「
一
太
郎

玄
」

2012

2013

で
、
電
子
本
を
作
る
際
の
留
意
点
に
つ
い
て
、
僕
が
気
が
つ
い
た
範
囲
で

記
す
こ
と
に
し
よ
う
。
電
子
本
と
し
て
配
布
す
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
と
し
て

は
、podcast

で
配
布
す
る
こ
と
を
考
え
、ePub

とPD
F

の
二
種
類
を
用

意
す
る
。
「
一
太
郎

承
」
で
は
、
い
ず
れ
の
フ
ァ
イ
ル
形
式
に
も
変
換

2012

し
て
保
存
で
き
る
。
さ
ら
に
、
「
一
太
郎

玄
」
で
は
ア
マ
ゾ
ン
の
読
書

2013

端
末
、K

indle
Paperw

hite

用
のm

obi

形
式
に
も
変
換
可
能
に
な
っ
た
。

iPhone

やiPod
touch

な
ど
の
携
帯
端
末
で
閲
覧
し
て
も
ら
う
に
は
、

ePub

が
ふ
さ
わ
し
い
。
一
方
、
パ
ソ
コ
ン
で
見
る
に
はPD

F

が
最
適

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
太
郎
フ
ァ
イ
ル
か
ら
両
方
の
フ
ァ
イ
ル
を
、
効
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率
よ
く
作
る
方
法
を
紹
介
し
よ
う
。
な
お
、K

indle

のm
obi

形
式
に
つ

い
て
は
、podcast

で
は
な
く
、
自
分
の
ブ
ロ
グ
で
公
開
す
る
か
、
ア
マ

ゾ
ン
で
販
売
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

も
し
「
一
太
郎

承
」
か
「
一
太
郎

玄
」
を
お
持
ち
な
ら
、
作
業
を

2012

2013

始
め
る
前
に
「JU

ST

オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ツ
プ
デ
ー
ト
」
で
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
最
新
の
状
態
に
し
て
お
く
こ
と
。
次
に
、「
一
太
郎

承
」
な
ら
「
ナ

2012

ビ
」
「
よ
く
使
う
テ
ン
プ
レ
ー
ト
」
「
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
開
く
」
か
ら

「EPU
B

」
を
選
択
す
る
。
「
一
太
郎

玄
」
な
ら
「
フ
ァ
イ
ル
」
「
テ
ン

2013

プ
レ
ー
ト
を
開
く
」
か
ら
「EPU

B
」
を
選
択
す
る
。
ど
ん
な
ス
タ
イ
ル

が
あ
る
か
、
ざ
っ
と
目
を
通
し
て
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
る
上
で
の
ヒ
ン
ト

に
す
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
はPD

F

も
同
時
に
作
成
す
る
こ
と
を
考
え
、
テ
ン

48

プ
レ
ー
ト
は
使
わ
な
い
こ
と
に
す
る
。「
ヘ
ル
プ
」
にepub

と
入
力
し
て
、

「EPU
B

形
式
の
電
子
書
籍
を
作
成
す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
の
項
目
を
読
ん

で
お
こ
う
。
こ
こ
で
はPD

F

も
同
時
に
作
る
の
で
、
テ
ン
プ
レ
ー
ト
は

使
わ
な
い
こ
と
に
す
る
。Adobe

Reader

でPD
F

を
表
示
す
る
際
に
、「
エ

キ
ス
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
と
同
様
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
す
る
た
め
に
、
「
文
書

ス
タ
イ
ル
」
を
以
下
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

用
紙

単
票
・
横
方
向

A
5

文
字
組

縦
組

字
数

字
28.0

行
数

行
12

字
間

1
%
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行
間

50
%

余
白
は
上
端
と
下
端
が

、
左
右
が

、
中
央
が

。

14
mm

16
mm

25
mm

フ
ォ
ン
ト

明
朝

ポ
イ
ン
ト

MS

12

本
文
は
「
一
太
郎

承
」
や
「
一
太
郎

玄
」
に
打
ち
込
ん
で
お
く
。

2012

2013

エ
デ
ィ
タ
で
文
書
を
管
理
し
て
い
る
場
合
に
は
、
テ
キ
ス
ト
を
流
し
込
ん

で
か
ら
、
必
要
に
応
じ
て
ル
ビ
な
ど
を
振
っ
て
い
く
。
こ
こ
で
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
改
ペ
ー
ジ
」
と
「
目
次
」
で
あ
る
。

ま
ず
、
「
改
ペ
ー
ジ
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
各
章
の
終
わ
り
な
ど
、
余

白
を
残
し
て
強
制
的
に
ペ
ー
ジ
を
変
え
る
に
は
、
「
改
ペ
ー
ジ
」
の
マ
ー

ク
を
打
ち
込
ん
で
お
く
必
要
が
あ
る
。

あ
ら
か
じ
め
「
改
ペ
ー
ジ
」
し
た
い
ペ
ー
ジ
に
移
動
し
て
お
く
。
「
改

50

ペ
ー
ジ
」
は
「
挿
入
」
か
ら
「
記
号/

リ
ー
ダ
ー/

ス
ペ
ー
ス
」
、
「
改
ペ
ー

ジ
」
と
た
ど
っ
て
い
く
。
「
改
ペ
ー
ジ
」
す
る
直
前
の
ペ
ー
ジ
の
最
終
行

に
カ
ー
ソ
ル
を
置
い
て
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
「
改
ペ
ー
ジ
」
の
マ
ー
ク
が

入
る
。
次
の
ペ
ー
ジ
が
１
行
ず
つ
ず
れ
る
の
で
、
適
宜
調
整
す
る
と
い
い
。

「
改
ペ
ー
ジ
」
の
マ
ー
ク
を
打
ち
込
む
こ
と
は
、pdf

で
電
子
本
を
作
る

場
合
は
重
要
で
は
な
い
が
、ePub

で
は
必
須
で
あ
る
。

次
に
、
「
目
次
」
に
つ
い
て
だ
が
、ePub

で
有
効
に
す
る
に
は
、
「
一

太
郎

承
」
で
目
次
の
設
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
に
リ
ン
ク
を

2012

張
る
だ
け
で
は
、
目
次
と
し
て
機
能
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
な
方
法
を
以
下
に
述
べ
る
。
本
文
を
す
べ
て
打
ち
込
ん
で
し
ま

っ
た
ら
、
目
次
に
す
る
た
め
に
１
ペ
ー
ジ
（
ま
た
は
必
要
な
ペ
ー
ジ
数
）

を
空
け
て
お
く
。
「
フ
ァ
イ
ル
」
「
文
書
ス
タ
イ
ル
」
「
ス
タ
イ
ル
」
と
た
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ど
り
、
「
ペ
ー
ジ/

ヘ
ッ
ダ
・
フ
ッ
タ
」
の
タ
ブ
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
「
ペ
ー

ジ
番
号
詳
細
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。ePub

の
場
合
な
ら
、
「
目
次
用
ペ
ー

ジ
を
使
用
す
る
」
で
１
ペ
ー
ジ
（
ま
た
は
必
要
な
ペ
ー
ジ
数
）
と
設
定
す

る
。pdf
の
場
合
に
は
、
そ
れ
以
外
に
「
表
紙
用
ペ
ー
ジ
を
使
用
す
る
」

の
項
目
も
設
定
し
て
お
く
。

本
文
内
の
章
の
タ
イ
ト
ル
を
選
択
し
た
ら
、「
ツ
ー
ル
」「
目
次/

索
引
」

「
目
次
設
定/

解
除
」
と
た
ど
り
、
「
目
次
１
」
が
選
択
さ
れ
て
い
る
の
を

確
認
し
て
「
Ｏ
Ｋ
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。
各
章
の
タ
イ
ト
ル
に
関
し
て
、

こ
れ
を
繰
り
返
し
て
お
く
。
そ
の
際
、
「
挿
入
」
「
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
」
「
カ

ー
ソ
ル
位
置
を
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
に
追
加
す
る
」
と
た
ど
り
、
各
章
の
タ
イ

ト
ル
に
「
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
」
も
設
定
し
て
お
く
。

目
次
に
設
定
し
た
ペ
ー
ジ
に
戻
り
、
「
ツ
ー
ル
」
「
目
次/

索
引
」
「
目
次
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作
成
」
ま
で
た
ど
り
、
「
目
次
１
」
の
タ
ブ
に
関
し
て
、
「
目
次
に
す
る
」

に
チ
ェ
ッ
ク
が
入
り
、
「
ペ
ー
ジ
番
号
位
置
」
が
「
付
け
な
い
」
に
な
っ

て
い
る
の
を
確
認
し
た
後
、
「
Ｏ
Ｋ
｝
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
目
次
用
の

ペ
ー
ジ
に
赤
い
破
線
に
囲
ま
れ
た
各
章
の
タ
イ
ト
ル
が
現
れ
る
。
そ
の
直

前
の
行
に
「
目
次
」
と
打
ち
込
み
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
整
え
る
。

こ
の
目
次
の
設
定
が
な
い
と
、ePub

で
は
有
効
な
リ
ン
ク
が
生
成
さ

れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
準
備
が
整
っ
た
の
で
、
目
次
の
ペ
ー
ジ
に
移

動
し
、
目
次
内
の
各
章
の
タ
イ
ト
ル
を
選
択
し
、
「
挿
入
」
「
ハ
イ
パ
ー

リ
ン
ク
」
と
た
ど
り
、
「
作
成
／
変
更
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
「
ブ
ッ
ク
マ

ー
ク
」
の
「
一
覧
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
リ
ン
ク
を
張
り
た
い
「
ブ
ッ
ク
マ

ー
ク
」
を
選
択
す
る
。
あ
と
は
、
そ
の
繰
り
返
し
で
、
目
次
の
各
項
目
と

各
章
を
す
べ
て
リ
ン
ク
し
て
い
け
ば
い
い
。
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本
文
に
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
を
張
り
た
い
場
合
に
は
、
「
挿
入
」
「
ハ
イ

パ
ー
リ
ン
ク
」「
作
成
／
変
更
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、URL

を
記
入
す
る
。

別
途
、
表
紙
な
ど
の
フ
ァ
イ
ル
も
、
フ
ォ
ト
レ
タ
ッ
チ
ツ
ー
ル
な
ど
で

加
工
し
て
お
く
。
大
き
さ
は
縦1

0
2
4px

、
横7

2
4px

に
し
て
お
く
。
な
お
、

画
像
の
著
作
権
に
は
注
意
す
る
こ
と
。
テ
キ
ス
ト
の
フ
ォ
ン
ト
は
、
パ
ソ

コ
ン
に
付
属
し
て
い
るM

S

明
朝
かM

S

ゴ
シ
ッ
ク
に
指
定
し
て
お
く
。

明
朝
体
の
方
が
き
れ
い
だ
し
、W

indow
sX

P

の
場
合
に
は
、
ユ
ニ
コ
ー

ド
の
一
部
の
文
字
が
、
ゴ
シ
ッ
ク
だ
と
表
示
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

イ
ン
デ
ン
ト
の
設
定
は
可
能
で
あ
る
。

画
像
は
１
ペ
ー
ジ
に
一
枚
に
限
る
こ
と
。
画
像
の
説
明
文
を
含
ん
だ
画

像
を
作
る
よ
う
に
し
て
お
く
。
と
い
う
の
も
、
画
像
の
下
に
説
明
文
を
文

字
と
し
て
記
入
し
た
場
合
、PD

F

で
は
問
題
な
い
の
だ
が
、ePub

だ
と
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画
像
と
説
明
文
が
別
ペ
ー
ジ
に
な
っ
た
り
し
て
、
非
常
に
見
栄
え
が
悪
く

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
説
明
文
を
画
像
に
組
み
込
む
際
に
は
、
フ

ォ
ン
ト
に
よ
っ
て
はJPEG

に
変
換
す
る
と
摩
滅
し
て
し
ま
う
の
で
、
フ

ォ
ン
ト
を
太
め
に
す
る
な
ど
調
整
す
る
。

ePub

で
写
真
集
な
ど
を
作
る
の
は
お
勧
め
で
き
な
い
。
画
像
の
配
置

が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
な
っ
た
り
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
っ
て
は
文
中
に
表

示
さ
れ
な
か
っ
た
り
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
一
太
郎

玄
」
で

2013

は
、
端
末
に
合
わ
せ
て
形
を
変
え
る
「
リ
フ
ロ
ー
」
に
加
え
、
漫
画
な
ど

の
た
め
の
「
固
定
レ
イ
ア
ウ
ト
」
に
も
対
応
し
た
。

画
面
の
小
さ
い
携
帯
端
末
で
は
、
表
示
す
る
文
字
数
を
微
妙
に
調
節
で

き
る
「
リ
フ
ロ
ー
」
が
便
利
で
あ
る
。
文
字
情
報
の
ま
ま
な
の
で
、
辞
書

ア
プ
リ
で
分
か
ら
な
い
言
葉
を
指
定
す
れ
ば
、
簡
単
に
調
べ
る
こ
と
も
で
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き
る
。
一
方
、
写
真
集
や
漫
画
な
ど
は
「
固
定
レ
イ
ア
ウ
ト
」
に
し
な
い

と
、
期
待
さ
れ
る
効
果
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
。
た
だ
し
、
画
像
化
さ
れ

て
い
る
の
で
、
意
味
を
調
べ
た
い
場
合
は
、
辞
書
ア
プ
リ
を
起
動
し
て
、

言
葉
を
い
ち
い
ち
打
ち
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
固
定
レ
イ
ア
ウ
ト
」

で
は
、
画
像
の
種
類
や
画
質
、
サ
イ
ズ
な
ど
も
調
整
で
き
る
。
と
は
い
え
、

「
固
定
レ
イ
ア
ウ
ト
」
のePub

を
作
る
く
ら
い
な
ら
、PD

F

を
用
い
た

方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
生
じ
る
。

全
体
の
チ
ェ
ッ
ク
が
終
わ
っ
た
ら
、
一
太
郎
フ
ァ
イ
ル
をePub

形
式

で
保
存
す
る
。
「EPU

B

保
存
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
「EPU

B

フ
ァ
イ

ル
の
プ
ロ
パ
テ
ィ
」
が
現
れ
る
。
「
タ
イ
ト
ル
」
「
作
成
者
」
を
記
入
し
、

言
語
は
「
日
本
語
」
を
選
択
す
る
。
「
表
紙
」
を
つ
け
る
場
合
に
は
、
準

備
し
て
お
い
た
画
像
フ
ァ
イ
ル
を
指
定
す
る
。
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
は
半
角
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カ
ン
マ
を
は
さ
ん
で
指
定
す
る
。
「
説
明
」
を
短
く
書
い
た
後
、
「
発
行

者
」
「
著
作
権
」
も
自
身
の
名
前
を
記
し
て
お
く
。ISBN

は
販
売
す
る

と
き
の
コ
ー
ド
だ
か
ら
空
欄
に
し
て
お
く
。
「
作
成
日
」
「
発
行
日
」
「
更

新
日
」
は
自
動
で
入
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
「
保
存
」
の
ボ
タ
ン
を
押

せ
ば
、
十
秒
程
度
で
出
力
さ
れ
る
。
パ
ソ
コ
ン
と
携
帯
端
末
で
表
示
さ
れ

る
こ
と
を
考
え
、
先
述
し
たePub

関
連
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
開
い
て
、

表
示
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
。

次
に
、
「
一
太
郎

玄
」
でkindle

のm
obi

形
式
に
変
換
す
る
方
法
を

2013

述
べ
る
。ePub

と
異
な
る
点
を
言
え
ば
、
目
次
の
ペ
ー
ジ
を
作
成
せ
ず

に
、
各
章
の
タ
イ
ト
ル
を
選
択
し
、
「
目
次
設
定
」
す
る
に
と
ど
め
て
お

く
と
い
う
点
で
あ
る
。
目
次
自
体
はK

indle

用
が
自
動
で
生
成
さ
れ
る
。
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一
太
郎
で
目
次
の
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
か
らm

obi

に
変
換
し
た
場
合
、

一
太
郎
が
設
定
し
た
目
次
と
、K

indle

用
の
目
次
が
重
複
す
る
と
い
う
不

具
合
が
生
じ
る
。

原
稿
の
チ
ェ
ッ
ク
を
終
え
た
ら
、
一
太
郎
フ
ァ
イ
ル
をm

obi

形
式
で

保
存
す
る
。
「m

obi

保
存
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
「kindle/m

obi

フ
ァ

イ
ル
の
プ
ロ
パ
テ
ィ
」
が
現
れ
る
。
「
タ
イ
ト
ル
」
「
作
成
者
」
を
記
入

し
、
言
語
は
「
日
本
語
」
を
選
択
す
る
。「
表
紙
」
を
つ
け
る
場
合
に
は
、

準
備
し
て
お
い
た
画
像
フ
ァ
イ
ル
を
指
定
す
る
。
「
種
類
」
は
「
リ
フ
ロ

ー
」
を
選
択
し
、
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
は
半
角
カ
ン
マ
を
は
さ
ん
で
指
定
す

る
。
「
説
明
」
を
短
く
書
い
た
後
、
「
発
行
者
」
「
著
作
権
」
も
自
身
の
名

前
を
記
し
て
お
く
。ISBN

は
販
売
す
る
と
き
の
コ
ー
ド
だ
か
ら
空
欄
に

し
て
お
く
。
「
作
成
日
」
「
発
行
日
」
「
更
新
日
」
は
自
動
で
入
っ
て
い
る
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だ
ろ
う
か
ら
、
「
保
存
」
の
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
、
十
秒
程
度
で
出
力
さ
れ

る
。な

お
、「
一
太
郎

承
」
の
場
合
に
は
、ePub

を
作
成
し
た
上
で
、Kindle

2012

プ

レ

ビ

ュ

ー

ツ

ー

ル

（h
ttp

s://k
d

p
.

a
m

a
z

o
n
.

c
o
.

jp/self-publishing/help?topicId=A
3IW

A
2TQ

Y
M

Z
5J6

）
で
、K

indle

用
のm

obi

フ
ァ
イ
ル
に
変
換
で
き
る
。
ま
た
、
す
で
にePub

フ
ァ
イ
ル

を
作
成
し
て
い
て
、
そ
れ
をm

obi

に
変
換
し
た
い
場
合
も
、
プ
レ
ビ
ュ

ー
ツ
ー
ル
を
利
用
す
れ
ば
い
い
。Kindle

用
の
目
次
は
表
示
さ
れ
な
い
が
、

一
太
郎
で
作
成
し
た
目
次
は
、K

indle

上
で
も
リ
ン
ク
が
有
効
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、K

indle
Paperw

hite

に
正
し
く
表
示
で
き
る
か
確

認
す
る
た
め
、
同
ツ
ー
ル
は
事
前
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
お
い
た
方
が
い

い
。

https://kdp.amazon.co.jp/self-publishing/help?topicId=A3IWA2TQYMZ5J6
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最
後
に
、PD

F

を
作
る
こ
と
に
す
る
。ePub

を
作
成
し
た
時
の
一
太

郎
フ
ァ
イ
ル
を
、PD

F

用
に
別
名
で
保
存
し
直
す
。
「
文
書
ス
タ
イ
ル
」

は
基
本
的
に
は
そ
の
ま
ま
で
い
い
。

PD
F

で
は
１
ペ
ー
ジ
目
に
、
表
紙
と
な
る
画
像
を
貼
り
つ
け
る
。
「
目

次
」
の
ペ
ー
ジ
は
、
基
本
的
にePub

で
作
成
し
た
ま
ま
で
い
い
が
、
リ

ン
ク
が
有
効
と
な
っ
て
い
る
タ
イ
ト
ル
の
真
下
に
、
ペ
ー
ジ
数
を
半
角
数

字
で
書
き
加
え
れ
ば
い
い
。

ペ
ー
ジ
数
を
記
入
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
目
次
の
ペ
ー
ジ
全
体
を
選
択
し

て
、
「
書
式
」
「
文
字
割
付
」
「
縦
中
横
一
括
設
定
」
と
た
ど
り
、
「
行
の

幅
に
収
め
る
」
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
、
「
対
象
文
字
数
」
を
設
定
す
れ

ば
、
三
桁
の
ペ
ー
ジ
数
で
も
縦
に
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
チ
ェ
ッ
ク
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を
終
え
た
と
こ
ろ
で
、PD

F

の
形
式
で
保
存
す
れ
ば
い
い
。

な
お
、ePub

やm
obi

、PD
F

で
も
言
え
る
こ
と
だ
が
、
実
際
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
場
合
に
は
、
フ
ァ
イ
ル
名
は
半
角
の
ロ
ー
マ
字

で
表
記
し
て
お
い
た
方
が
い
い
。
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公
開
す
る
際
の
注
意
点

実
際
に
電
子
本
が
で
き
た
ら
、
と
り
あ
え
ず
、Seesaa

の
サ
イ
ト
に
ア

ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
み
よ
う
。
作
っ
た
電
子
本
を
実
際
に
第
三
者
に
見
て
も

ら
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
電
子
本
が
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い
る

サ
イ
ト
に
登
録
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
。
た
だ
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
が
豊

富
な
サ
イ
ト
で
は
、
か
え
っ
て
自
分
の
作
品
が
目
立
た
な
い
こ
と
に
な
り
、

意
外
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
も
ら
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

有
料
で
売
り
出
そ
う
な
ん
て
や
め
た
方
が
い
い
。
ポ
ル
ノ
と
か
ハ
ウ
ツ

ウ
本
な
ら
分
か
ら
な
い
が
、
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
は
プ
ロ
の
も
の
で
な
け
れ

ば
、
金
を
払
っ
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
。
と
に
か
く
読
者
に
目
を
通
し
て

も
ら
い
、
評
価
を
仰
ぐ
の
が
先
決
で
あ
る
。
、
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も
し
あ
る
程
度
、
自
信
が
あ
る
作
品
が
で
き
た
ら
、iTunes

Store

の

podcast

に
申
請
し
て
み
よ
う
。Seesaa

に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
た
電
子
本

を
、
ア
ッ
プ
ル
社
に
審
査
し
て
も
ら
う
の
で
あ
る
。
注
意
点
は
ア
ッ
プ
ル

社
の
「
よ
く
あ
る
質
問
：podcast

を
作
る
に
は
」
（http://w

w
w
.apple.

com
/jp/itunes/podcasts/creatorfaq

.htm
l

）
の
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
。
過

激
な
性
や
暴
力
の
描
写
が
あ
る
と
、
却
下
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
許
可

さ
れ
た
場
合
に
は
、
数
日
以
内
に
メ
ー
ル
で
連
絡
が
来
る
。

iTunes
Store

のpodcast

に
ス
ペ
ー
ス
が
も
ら
え
た
ら
、
月
に
最
低
一

回
以
上
新
作
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
い
く
。
正
式
に
登
録
さ
れ
れ
ば
、
日

本
だ
け
は
で
な
く
、
欧
米
や
中
国
、
韓
国
の
サ
イ
ト
か
ら
も
、podcast

の
リ
ン
ク
が
張
ら
れ
る
。
一
定
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
を
確
保
す
る
よ
う
に
、

Tw
itter(https://tw

itter.com
/)

な
ど
で
宣
伝
し
て
い
こ
う
。

http://www.apple.com/jp/itunes/podcasts/creatorfaq.html
https://twitter.com/
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フ
ァ
イ
ル
形
式
と
し
て
は
、
作
成
し
たePub

とPD
F

の
二
種
類
を
用

意
す
る
わ
け
だ
が
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、Seesaa

で
電
子
本
を
公

開
す
る
と
き
、ePub

とPD
F

を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
日
を
別
に
す
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
日
の
ブ
ロ
グ
に
二
つ
以
上
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

リ
ン
ク
し
て
も
、
ア
ッ
プ
ル
社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
一
つ
し
か
、iTunes

に
リ
ン
ク
を
作
成
し
て
く
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

iTunes
Store

のpodcast
に
登
録
さ
れ
た
場
合
、ePub

やPD
F

は
ど

の
よ
う
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
フ
ァ
イ
ル
自
体
は

Seesaa

の
サ
ー
バ
ー
に
あ
り
、iTunes
は
リ
ン
ク
を
た
ど
っ
て
フ
ァ
イ
ル

を
ユ
ー
ザ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
に
移
動
す
る
の
で
あ
る
。iTunes

は
本
来
、
音

楽
を
管
理
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
り
、iTunes

上
で
ク
リ
ッ
ク
し
た
作
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品
は
、
マ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
幾
層
も
下
の
フ
ォ
ル
ダ
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
マ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
→iTunes

→iTunes
M

edia
→

podcasts

→
当
該
の
フ
ォ
ル
ダ
の
下
に
、
フ
ァ
イ
ル
が
入
る
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。
な
お
、ePub

の
場
合
、Internet

Explorer

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
と
拡
張
子
がzip

と
な
る
の
で
、
そ
れ
をepub

に
変
更
し
て
も
ら

う
。電

子
本
が
「
マ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
る
な
ん
て

事
情
は
、
多
く
の
人
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
辺
の

説
明
は
電
子
本
を
リ
ン
ク
す
る
ブ
ロ
グ
で
、
必
ず
し
て
お
い
た
方
が
い
い

だ
ろ
う
。
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さ
て
、
電
子
本
の
作
成
か
ら
公
開
す
る
ま
で
、
僕
が
知
る
限
り
の
情
報

は
す
べ
て
述
べ
た
。
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
今
回
、
作
成
し
た
電
子
本
は
、
こ
こ
で
述
べ
て
き
た

よ
う
に
、Seesaa

の
僕
の
ブ
ロ
グ
（http://takanoatsushi.seesaa.net/

）

に
連
載
し
た
記
事
を
も
と
に
し
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
自
身
の
電
子
本
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
、
情
報
を
発
信
す
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
み

て
下
さ
い
。

第
四
版
に
お
い
て
は
、
「
一
太
郎

玄
」
で
対
応
し
たePub

の
「
固
定

2013

レ
イ
ア
ウ
ト
」
や
、
ア
マ
ゾ
ン
の
読
書
端
末kindle

用
のm

obi

フ
ァ
イ

ル
、
プ
レ
ミ
ア
ム
版
に
つ
い
て
い
る
読
み
上
げ
用
ア
ド
イ
ン
「
詠
太
」
な

ど
に
つ
い
て
加
筆
し
た
。
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二
〇
一
三
年
三
月
三
十
日

髙
野
敦
志
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